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日本オベレーショズ・リサ円チ学会

1964 年度総会記事

1) 1963年度事業報告

1. 1963年度の主主主る会合

(1) 5 月 9 ・ 10日 κ1963年度総会並びに第13国研

究発表会ti.:成警察大学において11喜儀した。窓口g

には，鉄議技研の見学と東海道新幹線に試乗し

た。

(1) 10月 2 ・ 3 自に第14屈研究発表会を札幌の国

鉄職員集会所勺開催した。翌 48κは札幌市内

を見学した。

2. 刊行物

「経営科学J 6 巻 4-!弘 7 巻1， 2 , 3 号を発行

した。 7 巻 4 -\J・は 5 月中旬に発行の予定である。

rJORSJJ Vol 5, No.4, Vol 6, No.1, 2, 3 

ti.:発行した。 Vo16き No.4 は 5 月中旬に発行の

予定である。

3. IAOR への協カ

前年度に引続き IAOR のための悶内の OR 文

獄の妙録活動を行なった。また，との綴問中fC刊

さ行れた IAOR Vol 2, No.1---5 Vol 3, No.1 

を予約会員に頒布した。

4. IFORS へ代表派遣

第 3 回 IFORS 大会が 6 月 30 臼より 7 月 5 日

までオスローで開催されたが，我が尽からも松

田武彦，矢部まえ綴部蕊，稲葉長滋，江副達男

〈敬称略〉の言t5人が参加した。

5. TIMS に共健

TIMS 第 6 間関際大会が 8 Ji 218 より 248 ま

での 4 日間パレスホテルにて開俄されたが，当学

会もとれに共縫い協力した。

6. 研究会

研究会運営委員会を設け. 2間ほど開催し，内

規活動方針等について討議した。

7. 会員の状況

i 通常会員|学生会員 i 賛助会員 i
1962年度末 732 71 111 

1953年度整理 59 7 

1963年度退会 18 1 10 

11珊騎開33年年年度度度入よ末; 会 57 21 12 

6 6 

718 78 113 

2) 1意書3年度決算報告書

1. 1哲64年 5 月 8 日fC開催された評議員会の承認に

主主き. 1963年 4 月 18からお64年 3Ji318 fC至る

会計年度内の収支を次のとまT りまとめたα

貸借対療事量

昭和39年 3 Ji 318現恋

f設 方 貸 ヌ7

不} 日|金 額 科 額

現 金 i ω9 前受金!附∞
振替貯金! 5，部9 運営操越 11• 381• 656
小fム 切口 座手 I 227.316 当期繰越金 I 712, 893 

普通預金\ 3民側

当座預金! 686 

通知預金 1 5∞， 0∞ 
過来 収年 金度 I 剖叫34，再v舶w 

未収金 I 714， 6ω 

A広三. 計 12，!13~49 ぷ再』 計 12.叫 1必
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科 日

刊 行 費

大 ~ 費

通 信 費

信 発 送

信 事 務

ぷ~五Z 2ロド 費

印 届Ij 費

編 集 費

事 務 費

事務用消粍品費

支 官官 資

チ」ぜ、 通 費

子 数 料

I F 。 R S 費

I A 。 R 費

研 円2舟1「4E 討 論 ぷ~ 安

会 費 徴 収 不 官巨

雑 費

当 期 繰 越 金

A日. 言十

収支計算書

方

金 額 干ヰ

1, 498,046 賛 助

334,025 入

312, 105 dz』=: 

?;;;;:) 雑

83,870 

49,675 

172, 226 

361,505 

25,735 

222,000 

55,515 

19,447 

63,861 

21,848 

16,005 

210,000 

43,530 

712,893 

4, 207, 286 J口」

自昭和38年 4 月 1 日

至昭和39年 3 月 31 日

貸 方

目 金

~ 費

メヱ全ー』: 金

費

収 入

計

73 

額

2,660,000 

31, 400 

1,304, 184 

211,702 

4, 207, 286 
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条

第 3 条

第 9 条

第四条

第 21 条

第 23 条

第 25 条

第 26 条

会則の変更および補足

現 1i 

本会には分科会および地方支部を置くこ

とが出来る。

分科会および，地方支部の設置および運

営の基準は別に定める。

会員は次の権利を有ナるものとする。

改 正 案

本会Kは分科会および地方支部を置くこ

とが出来る。

会員は次の権利を有するものとする。

ただし学生会員は第4項の権利を有しな | ただし学生会員は第 4項の権利を有しな

い。 l い。

1) 本会の事業に関ナる通知を受け，そ I 1) 本会の事業に関する通知を受け，

の学術的会合に参加する。 I 研究発表会むよび講演会κ参加する。

本会には次の役員をまT くこととする。

6) 評議員 40名以上

60名以内

理事会は随時会合を行ない評議員会の

決定した方針に従い会務を執行する。

第 23 条

第 6 :m 会計年度

本会には，次の役員を卓会くこととする。

6) 評議員 80名以内

理事会は必要の都度会合を行ない総会の

承認に基づき会務を執行する。

フエローは理事会ままよび評議員会に出席

して意見を述べる ζ とができる。

第 24 条

第 6 章 分科会

本会の目的達成のため，特定の分野につ

いて専門的審議を要するときは総会の承

認を得て分科会 (00分科会という〉を

ままく ζ とができる。

第 7 章地方支部

地域的活動を通じて本会の目的を達成す
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条 現 行 母文 廷 業

るために総会の承認を得て地方支部 (0

。地方支部という〉を於くととができる。

1) 地方支部の事業計総および予算は総

会の饗議を経るものとするg

2) 地方支部ねま，地方支部f遣し地方

磁文部長，その他の地方支部役員をまf

くととができる。

3) 地方支部は，本会幾問問じて地方|
支部規則を制定するととができるo

第 8 室誉会計年度

第 24 条 第 27 条

第 9 主義 会郎の変更

第部条 第 25 条

との会則は，総会bよぴ理事会でill滞者 との会則は総会で出席者数の 3 分の 2 以

数の 3分の 2 以上の繋成a: 1与で変更する 上の焚成を得て変更ナることができる。

ととができる。

3) 1964全容度事業計廼

L 研究発表会
春秋2盟関依し，春は東宣言において総会と問時

に行ない，秋は大阪において行なう。

2. 事前物

「経営科学」給よびrJORSJJ a:各 5 回発行す

る。名簿を発行ずる。

3. 海外との交流

併殺ORS への協力を続ける。

助アメリカ西部OR学会年次大会への共催bよ

び講演

的民IJ

との会期は 1964 年 5Jj 158 より施行す

る。

付海外より来訪する OR専門家との接触の機会

を{乍る0

4. 研究会

会員相主主の研磨の機関とすると共に外部よりの

委託研究に応じ活動を活発にする。

5. ORチームの派遣について

アメリカOR学会西部文部の第10間年次大会お

よび TIMS-ORSA Nation昌1 Meeting にOR チ

ームを編成し参加する。
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科 目 金

通常会員会費

学生会員会費

入 i'!; 五; 金

賛 助 Jヱ会;: 費

I A 0 R 貸

雑 収 入

過年度末以金

繰 越 金

科 目 金

刊 行 費

大 dZb三. 費

通 信 資

(通信発送費)

(通信事務費)

dヱ与ーz .6. 受日

印 届リ 安

。 1964 年度予算

収入の部

額 摘 要

970, 000 会員 718 名の内75%の入金を見込む

539名 x1,800 =970, 200 

45,000 増員 50名 50名 x 900= 45，∞o 

25, 000 増員 50名 50名 x 500= 25， 0∞ 

2,900,000 38年度予算と同額で見込む

実績 2， 660，∞o 

150,000 250名 x600= 150, 00。

200, 000 研究会費

400, 000 

1, 114,049 

5,804,049 

支出の部

額 摘 要

2, 050, 000 5 号分刊行として

経営科学 210， 0∞x5 回=1， 050， 000

JORSJ 制，∞Ox 5 回=1，側， (削

367， αゅ 従来の実績より 1 割増の費用を見込む

370,000 従来の実績により

(300， α)0) 60， 0∞x5 回=3ω，∞o

( 70, 000) , 70，似均

124，∞o 評議員会 10,000x 2 回=20， 000

理事会 10，∞Ox 8 回=80，∞o

幹事会 2， 0∞X12回 =24，。ω

160， 0ω 名 簿 100，以)0

38年度実績より 60， 0∞
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事

科

支

交

編

手

務

J
U
|
餐

金

580， 0凶

261,000 

1ω， 0∞ 

280， 0∞ 

42, 000 

摘 喜寄

a'f 年度理事会κ於て，事務費は予算の 10% 以下とナ

る

事務員費 20，∞0>< 7 =140，∞o 

H 22, ooox 8 =176, 000 

アルパイト 100 日 x900= 90，∞o 

泊粍品費 134，∞o 

その他

関西支部 80， 0∞ 

中部支部 151， 0ω 

北海道支部 却，∞o

運動費 9∞x12回=10， 8∞

部 費

立替交通費 1， 5∞X12回 =18，∞o

会合交通費

lAOR 4名月 1回⑥150

450X12回= 7, 200 

IAOR (アフeストラクト〉

20名 X150= 3， 0∞ 

幹事会

刊行物

大会旅費

10名×⑧150x12回=18，∞0

15名×⑥150x 6 回 =13， 500

30， α)0 

通 費

計 99,780 切上げ

資料調査費 特別講演 3 名

⑥5，∞Ox 2 回 x 3 =30，∞o 

, 原稿料

( 30,ooox 5 回=150， 000

刊行物委員会 3， 000x12回=36， 000

IAOR資料調査費

1 編⑧5ωXlω名=5，∞o

IAOR委員会

5 名⑥1， 250x12問 =15，∞o

計 281， 000

普通会員 ⑧ 50x580名 =29，∞o

賛助会員 ( 100x 50件= 5，∞o 

1 AO R @ 35x250名= 8, 750 

計 42， 750

集 費

数 米}
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科 日 金 額

I F 0 R S 35, 000 

事務移転費 2∞， 0∞ 

I A 0 R 誌 240, 000 

研 ηY'G ~ 費 400, 000 

予 市崎 費 350, 000 

雑 費 245, 049 

言十 5, 804, 049 

5) 1964年度評議員名簿

朝尾 正 池永英夫 石川 馨

井上文左衛門井上洋一 今居謹吾

今井 勇 弥永昌吉 植木 繁

字国川鮭久 小野勝次 小野木次郎

柏井澄夫 春日井博 加藤二郎

門川清美 茅野 健 河田竜夫

河村知男 景山文蔵 国沢清典

河辺 旨 木暮正犬 古瀬大六

小平 潔 小柳賢一 米谷栄二

近藤次郎 後藤正夫 佐治信男

菅波三郎 関 和文 関 英男

1964 年度秋季研究発表会のお知らせ

(1) 研究発表会

イ 日時 11月 5 日(木) 9 時，.....16時

11月 6 日(金) 9 時，.....16時

ロ場所甲南大学 2 号館 6 陪67号室

(2) 懇親会

(神戸市東灘区本山町岡本)

TEL (神戸) 85局 0541

イ 日時 11月 5 日(木) 16時，.....18時

ロ 場所甲南大学職員食堂

ハ会費 600 円

間見学会

摘 要

1964年度分

運送費，什器備品の購入

Vol. No. 2 No. 3 ⑧120，∞Ox 2 回

研究会，討論会費 2 名×⑥1∞，∞0=2∞，∞o

研究会準備費 2∞， 000 

千住鎮雄 高橋治一郎 多国和夫

田原保二 西田俊夫 西沢 勇

野田信夫 原野秀永 藤森謙一

前田活郎 増山元三郎 松田武彦

松田正一 三根 久 水谷一雄

南川利雄 宮沢光一 宮脇一男

森口繁一 森村英典 本告光男

安川第五郎 山口 裏 山口英治

矢部 真 湯川竜二 横山勝義

横山 保 吉田弘一 吉山博吉

渡辺 浩

イ 11月 7 日(土) 9 時.....，16時

ロ場所名神高速道路 東洋レーヨン中央研

究所(大津〉一一彦根城

ハ会費 400 円

ニ 定員申込み着順60名で締切ります

(4) 研究発表会重量親会見学会に参加の御希望の

方は 9 月 30日までに御連絡下さい

(5) 研究発表会に発表される方は返信ハガキで 9 月

舗日までに御申込み下さい

講演内容アブストラクトは10月 15日までに下記

宛御送り下さい

大阪市東区安土町2-1(安土町野村ピル〉

日本規格協会関西支部内

日本オベレーションズ・リサーチ学会関西支部
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